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ASNC 2015 学会報告記
Reports from ASNC 2015 in Washington, DC
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2015 年 9 月 17 日から 9 月 20 日にかけて米国の首

都ワシントン DC で第 20 回の米国心臓核医学会が開

催された。会期は 4 日間で初日は午後から主として企

業共催の実地医家向けの教育セミナーおよびオープニ

ングレセプション、2 日目は心臓 PET を中心とした

シンポジウム、ポスターセッション、そして後半 2 日

間は SPECT を中心としたセッションの構成になって

おり、それぞれの専門分野に応じて学会に参加しやす

いように配慮した学会日程になっている。シンポジウ

ムおよび教育セッションが中心の構成でセッションは

4 日間で合計 50 あり、合計 175 の発表があった。ま

た一般演題発表はポスターが中心で合計 83 の一般演

題の発表があった。一般演題については採択率 72.2%

であり、初期のころの応募すればすべて採択という状

況ではなくなっているようである。4 日間の合計参加

者は 978 名でほとんどが米国国内からである。

ASNC の学会としての特徴は日本の心臓核医学会

とも同様で小さなコミュニティで和気あいあいとした

雰囲気である。PET のディべートセッションでは劣

勢の側にも会場から暖かいサポートがあり、かつ先端

の PET/MR の魅力や問題点、また新たな PET 心筋

血流製剤の今後の方向などがつかめる素晴らしいセッ

ションもあった。

ASNC の会員数は現在 4,000 名であるが、米国内で

の会員数増加が頭打ちになっている現状から海外から

の会員増加および学会参加者の増加を目指していると

のことであった。その一環としてインターナショナル

セッションが 2 日目の午後に半日入っており欧州、中

近東、南米、およびアジアに分けたセッションがあっ

た。欧州を除けば撮像機器や PET などの普及が途上

の段階で発表内容としてはこれからという印象であっ

たが、ASNC の理事長などトップレベルが参席し、

ASNC として国際化への取り組みの姿勢が伝わって

きた。

私はアジアセッションで日本が世界をリードしてい

る心サルコイドーシスにつき最近の研究成果につき報

告した。さらに ASNC 事務局の国際担当者と今後の

日本心臓核医学会との連携につき打ち合わせを行っ

た。これらの検討結果は日本心臓核医学会向け特別会

員資格の設定および来年三重県津市で開催される学術

集会の企画に反映されるはずである。インターナショ

ナルセッション後にはレセプションが企画され ASNC

の事務局、理事と各国からの参加者が交流を深めるよ

い機会であった。今回は日本心臓病学会と日程が重複

し、日本からの参加者は ASNC の集計では私 1 名の

みとのことであったが、教育セッションの内容も充実

しており、今後日本からの参加者が増えることが期待

される。

会議後、会場の一角にて ASNC の国際担当、事務担当の
メンバーと
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